
町人権擁護委員の 3 名が表彰されました
　５月７日（火）、令和６年度上田人権擁護委員協議会定時総会が
上田市で開催され、人権擁護委員として長年にわたり、基本的人
権の擁護と自由人権思想の普及高揚に尽力されている、田原茂樹
さんに法務省人権擁護局長から感謝状が、島田秀一さんと竹内琴
美さんに長野県人権擁護委員連合会長から表彰状が授与され、５
月 22 日（水）、その報告のため役場に来庁されました。
　田原さんは平成 26 年７月から４期目、島田さんと竹内さんは
平成 31 年１月から２期目で、それぞれご活躍されています。
　人権擁護委員は、町長が推薦し、法務大臣から委嘱された方た
ちで、地域の皆さんから人権相談を受け、問題解決のお手伝いや、
法務局の職員と協力して人権侵害から被害者を救済したり、地域
の皆さんに人権について関心を持ってもらうための啓発活動を行ったりしています。今回表彰された３名の皆
さんも他の人権擁護委員の方とともに、町で行っている人権相談所や坂城町社会福祉協議会で行っている心配
ごと相談所で相談に応じたり、坂城駅やテクノさかき駅前での人権啓発活動を実施しているほか、長野地方法務
局上田支局で人権相談も受けています。

坂城町の高校生がタイ国研修
～海外進出企業を視察し、異文化を体験～ 

　３月 24 日 ( 日 ) から 28 日 ( 木 ) まで５日間の日程で、坂城町の
高校生がタイ国で研修を行いました。
　新型コロナウイルス感染症の感染法上の位置づけが「５類」と
なったことにより５年ぶりに再開したこの研修は、平成 27 年か
ら始まり、将来坂城町を支えていく子どもたち、特に、多感な時期
にある高校生が、海外で活躍する町内企業の視察や、現地学生と
の交流、歴史・文化などの異文化体験を通じて、国際感覚を養い、
坂城町、更には日本を再認識するとともに、将来展望を考える機
会とすることを目的に実施しているものです。
　今回参加したのは、伊東瑛大さん、宮嶋凛さん、櫻井瑛里子さん、

竹内陽祐さん、宮﨑快斗さん、服部遼太朗さん、高橋瑛優さん、長谷川瑠陽愛さんの８名です。
　現地では、タイ東北部のナコンラチャシマに進出している㈱アルプスツール、㈱カヤマ、そしてタイ中部のシ
ラーチャに進出している㈱高松製作所の３社を視察したほか、在タイ日本国大使館への訪問、バンコク市内を現
地学生と交流しながらの散策、寺院や遺跡などの見学を行い、タイ国の歴史・文化に触れました。
　５月 23 日 ( 木 ) に開催した研修報告会で参加した高校生からは、「タイと日本のさまざまな違いを肌で感じる
ことができた」「坂城町の企業の活躍を知ることができた」「最初は不安もあったが、帰国が惜しくなるくらい楽し
めた」「英語の必要さを知ったので、英語学習を頑張りたい」などの感想があがっていました。

▲在タイ日本国大使館にて

▲（左から）山村町長、竹内さん、田原さん、
　島田さん、竹内企画政策課長

▲（株）高松製作所▲（株）カヤマ▲（株）アルプスツール

坂城町商工会青年部様からご寄附いただきました
　坂城町商工会青年部様からご寄附をいただきました。５月 22
日（水）、青年部の皆さんが役場を訪れ、町長と村上小学校宮本校
長へ寄附金を手渡しました。
　年末チャリティイベントの収益をもとに、青年部の皆さんから
は町内小学校、保育園、児童館など教育・子育て施設の環境整備
のために、毎年ご寄附いただいており、今年度は、村上小学校の学
習環境整備のためにいただきました。
　「子どもたちのために有意義に使っていただければ」と澤崎部
長はお話していました。
　大切に使わせていただきます。ありがとうございました。 ▲（左から）山村町長、小山副部長、澤崎部長、　

　宮本校長、竹田会計、竹内副部長、塚田教育長

危険物保安功労者として 柳沢謙二さん 消防庁長官賞受賞
　６月３日（月）、令和６年度の危険物安全週間にあわせ、東京都
港区で危険物安全大会が開催され、柳沢謙二さんが危険物保安功
労者として消防庁長官賞を受賞し、６月６日（木）、その報告のた
め役場に来庁されました。
　柳沢さんは、千曲坂城危険物防火管理協会の会長として、町内
や千曲市の危険物関係事業所などの技術向上のための講習会や
安全管理のための施設巡回、地域の皆さんへの防災意識の啓発な
どの活動をリードして
きたほか、令和元年東
日本台風災害の際には
夜間に消防車両などへ

の給油に協力をしたことが評価され、今回の受賞となりました。
　また、昨年（令和５年）創立 20 周年を迎えた千曲坂城危険物防火管
理協会は、５月 17 日（金）に坂城テクノセンターで「20 周年記念式典」
を開催し、記念事業として、町内や千曲市の福祉施設など 16 事業所に
車いすを贈呈しました。

全国の町・村の中で「特定保健指導実施率」が顕著な実績
　令和４年度の坂城町国民健康保険の特定保健指導の実施率が過去最高の 94.8％という結果で、全国の町・村の
中で上位 10 自治体に入る好成績となり、厚生労働大臣から感謝のメッセージをいただき
ました。
　今回の結果は皆さんの健康に対する意識の高さとご協力によるものです。引き続き、皆
さんが健康でいきいきとした生活を送ることができるように、特定健診や特定保健指導を
推進していきます。皆さんも１年に１回は健康診断を受けるようにしましょう。
　町の健診については、町ホームページまたは広報さかき４月号および６月号をご覧ください。

▲柳沢さん（中央）

▲贈呈の様子（20 周年記念式典にて）
（提供　千曲坂城危険物防火管理協会）
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